
洲欄㈱

鑓

、

甜

灘

■

垂

．

燃

一
鞘

］
岳 ≡ 阯’ 一 鞘

魏騒



騒箆鰹醒鶴鰯饅騒鰯鯉駿趨

㌔

繁

簿

滋
鰹
繁
簿

鱒
露
綱
蟻
鱗
鰹
職

嚢
籔

議

曹
蟹
榊
磨
■
棚
派
劾
カ

…

「
感
じ
島
㌧
が
オ
…
艸

薫

の
寺
王
ワ
…
ド
だ

剰
η
組
含
せ
㍍
お
「
吃
ツ

冴
ン
グ
㍑
で
遣
求

す
る
オ
五

冴
オ
の
蹴
脱

稲

綴

鱒

巳

予
簸
１
ｃ
ｃ
万

禰

一、
蒲

挙
仁

予
灘
董
５
Ｃ
乃

賢

蓋

ン

２
５
Ｇ
万

翼

湧
薫
一

燃
ｗ
猟

功

カ

予
・一

土

万

囚

伽機
券

ア

季
鶏
彗
ｏ
ｃ
一乃
湾

憾

繕

率

入

予
欝
達
Ｏ
Ｏ
刃

囚

棚

択

助

苅

一
蓋

５
０
０
万

繕

欝
酬
榔
濠

－

予
灘
至
ｏ
ｃ
ｏ
万
濁

あ
な
た
の
部

屋
の
ベ
ス
許
サ
ウ
ン
ド

い
い
地
田
の
た
感
の
仙
撤
逝
ツ一
碍

ン
、

ダ
燃
州

蜜
＾
溺

餓

右
蝸
属
闘
繊
獺
山糊
舳
約

な
崩
凹
饗
鱗
川
徽

を
一
芯
グ｝
た

ｓ
ｓ
流
泳

五

萄
球
ケ
；
、

ヌ
〃
救

譲

彩
勢
榔
一
郷

上
移
燃
枕
鰍
榊
ノ
」
血
棚
…
畿・
仁
／
棚
撚
動
釣



醸
醐

嚢

騒
脇

徽

鱗

姦

靱

欝

鞠

萎
嚢廟

一
一

竃蝪

嚢

鐘
聴

壌

嚢

鐘
囎

歯
螂

盟

畿

“竃嚢嚢量

・

≡

需



祭
閲
に
楽
籍
が
ピ
シ
ッ
と
立
体
駒
に
定
彼
。

…
マ
ル
浄
㎏
帰

■陛
憾
外
ゆ
広
大
な
昔
場
は
感
動
駒
だ

三
浦
孝
仁
、
畿
幾
蓋



附
一

鑑

一
」
聾

つ
え

な
く

轍

欝

で

リ

ア

り

テ

古

に

灘

れ

る
、

能
錨

腕

な

ハ

イ

エ

｝

ド

オ

ー

ヂ

ｆ

オ

⑭

薮
。

こ

れ

が
、

私

が

鎚
一、
た

灘

含

せ

伽

灘

楽

コ

ン
セ

プ

ト

で

あ

為
．

徴

妙

な

セ

ど
丁
イ

ン

グ

蜜

範

に
払

蔽

態

に

肢

厳

し
、

廿
…

プ

克

や

ア

ク
セ

サ

ー

－

に

よ

竜

蔓

蠣

蜜

化

も

蝋

碗

に

雌

凄

わ
け

ら

れ

葎
・
－
㌔

ヂ
イ

貝

ク

に

劇

ま

れ

た

装

難

把

鶴

鰯

感

や
、

斑

簸

が

離

麓

で

複

雑
に

辮
み

合

二
」
統

が

れ

る

豪

帥

テ

亨

凪

芋
ユ

ア

を

蟻

難

純

は

摘

ま
、

欝

薬

を

窺

剣

に

郷

く

こ

と

が

心

灘

糟

し
、
㌔

懲
え

嚢

撃

鏑
し
た
か
ｏ
た
、

蔓

仰

芳

商

慨

は
、

脹

簡

賄

な

解

擦

力

蠣

適

求

と

藪

擦
イ
ポ

ー

ジ

の

織
＾
梢

な

ワ
汁

…

角

シ

ン
ゲ
。

加

克

て
、

齪
＾
行

雪
臨
…
に
蝋
眺
れ

た

広
上
人
＃
拍
国
撫
塊

輪
……
と

い
・
つ
、

串
…
さ

に
山
払

が
｝
泄

い

猷

め

て

い

為

薮

岨

界

そ

旧

も

的
。

し

か

も
、

ユ

テ

レ

オ

フ

三

一
ツ

ケ

的

嵩

と

ピ

エ

ア

オ

ー

デ

イ

オ

ー

マ

ル

牛

チ

ヤ

ン

奉

ル

を
、

蘭

い

塾

兀

で

樽

甘
寸

養

差

も

念

顧

に

灘

い

て

い

為
昔

ぜ

三
∫
オ

ー

デ

≒

オ
・
マ

ル

サ

チ

サ

ン

市

ル

に

董

肥
齢

な

瀧

毘

が

坐

な
く

な

い

こ

と

は
、

私

菌

掛

も

肌

で

感

じ

て

い

脅

だ

が
、

好

き

鱗

い

靱

閥

魑

は

剃
に

し

で
も
、

盤

わ

ず

嫌

い
蜷

な

意

毘

の

壷

ん

と

蕪

い

こ

そ
廿
」
で

縛
ら

れ

塙

も

の

嚇

灘

音
準
ユ
虻
勉

み

込

春

斎

艦
だ

け

だ

と
田
山
口

て

い

る

な

ら
、

欄
掛
地
か

つ
⊥
人
い

な

為
鯉
…
解

で

あ

晶
。

嵐
川

が

呈

碓

卒

蝋

土

に

わ

た

り
ピ

ュ

ア

毒

…

ヂ

ィ

オ

・

マ

ル

チ

チ

十

ン

弔

ル

輯

生

を

薬

麟

Ｌ
一」
簿
た

の

は
、
解

懐
力

の

簡
上

に

よ

ゑ
凹
護

籔

の
擬
境
飽
が
瀞
確
す

董

差
。
龍
昔
瀕
で
拓
石
其

ピ

ー

地

ー

が

２

育

か

ら

…

甜

に

蟻

え

る

こ

と

で

ユ

チ

ｂ

｛
・
り

ミ
ッ

ク
貝

の
灘

購

で

醒

な

ｏ

喬

ｏ

た

瀞

が

苓

鞠

駿

に

な

竜
叩

其

キ
｝

グ

蝋

難
か

ら

逃

れ
塔

こ
｝
」
が

で
彗
、

ヴ
才

－

カ
ル

や
擦

籍

的
壷

憾
■
」
欝

蠣

窒

闘

が

姥

々

Ｌ

く

簡

境

き

れ

晶
。

そ

れ
が

ピ

ー

ア

オ

…

デ

せ

オ
・
マ

ル

骨

チ

ヤ

ン

申

ル

田

鍵
湘
…
蹄

な

の

で
止
曹

抽
。

と

は

い

寺

も

の

の
、

巖

も

麗

襲
な

こ

と

賦
、

響
一
墓

｛
で

も

な

く

凪

千

レ

オ

再

生

帽

ク

ナ

リ

テ

㎡
。

私

は
、

量

乱

ｃ

Ｄ

の

麟

力

と

擬
繊

控

を

晒

雛
畦

擬

愛
里
尾

だ

け

で

な

く
、

聰

碁

機
れ

た

仁

Ｄ

か

ら

も

新

た

な

発

鈍

を

も

た

ら

す

漸
鱗

な

噛

を

求

め

た
。

ま

た
、

慨

繊

労

繭

的

費

麓

慈

を

轟

隻

」
、

小

蝦

織
が

臓

り

や

す

い

融
㎜叶
脚

墾
皿
冊
珊
閉
パ
…
ワ
｛
’

其

に

塩

ら

珪

い

よ
七
つ
㎜
帖
撫
帖
Ｌ

て

あ
一
曲
，
｝
榊

繁

締

か
ら

伽

襲

蒲
は

｝
罠

テ
血

禽

鮒

搬
壷

ス
一
丁
レ

曾

で

］

５

０

万

刑

猟

榊
、

マ

ル

チ

チ

ヤ

ン

弄

凡

で

妻

ｏ
ｏ

万

刑

以

内

に

抑

え

晃

こ

と

だ

箏

た
。．

金
級

堕

で
は
な
く
、
澱
災
の
屍
餓
登

フ
眠
ン
ト

と
ジ
ア
に
憾
い
分

け

る

耀

糊

に

淡

め

た

抑

は

メ

イ

ン

の

凪

ぜ

；

角

…

シ

貝

チ

ム
、、

楓

蛙

避
・
コ

㌣
」
な
く
、

蕪

鐵

眉

＆

ｗ

田

シ
ダ

ネ

チ

ユ

ア

暑

ｏ

ヨ

を

避

蝋

Ｌ

た
。

徽

廠

Ｌ

た

灘

講

め

卯

設

鮒

と

人
念

な

リ

武

ニ

ン

グ

に

よ

り

て

到

遼

し

た
、

壷

築

ジ

ヤ

｝

ル

を

蹄

お

な

い
咄
護
脚
繍

的

ス
ぜ

ー

由

…

の

び
と

つ

苛

あ
り
、

自

分

的

期

い

に
ピ

タ

リ

と

符

乱
唱
ず
｛
右
血
咄
が

鰯
”
ら

れ
’
荊
Ｌ
」
蛾
咄
傭
…
し

た

伽

で
止
地

為
。
山
ψ
ン

と

羅
帖
い

一」
鵜
ら
Ｌ
た
だ
け
で
も
止
鑑

黙

が
よ
ぐ
蟻
報
鐙
．
駕

票

な
鍵
爵

を

も

た

ら

す

罐

舜

擬

で

あ

島

が
、

翻

掠

禽

せ

届

機

藩

の
避

銚
レ
」

チ

ユ

、

二

｝

グ

に

よ

竈
、

｝

ダ

耳
チ

土
’
呂

Ｏ

ヨ

蠣

魅

力
を
Ｌ
－

、

券

に

引

普

だ

す

こ
と

淋

で

蟄
た

と

懲

３
し
い

る
。

睾

軸

と

な

る

フ
ロ

ン

ト

ユ
ピ

ー

カ

ー
的

款

ほ
、

り

ア

井
ピ

…

由

：

で

あ

葛
甜

ぜ

ユ

ア

オ

ｉ

ヂ

ヰ

オ

マ

ル

チ

平

ヤ

ン

ホ

ル

的

理

想

型

は
、

す

べ

て

岡

じ

ス
ピ

ー

カ
ー

で

簿

見

董
」
と

だ
。

だ

排
、

私

は

あ

吏

て

錦

分

で

あ

昆

ノ

…

芋

ラ
其

宮

０

５

壷

蟻

お
。

壷

仰

鱗
明

さ

や

欝

魔

の

萬

さ

は

靭

ら
か

に

シ

ゲ

寿

ザ

ユ

ア
畠

竈

一
〇

的

ほ
㌦
つ

が

融
…
つ

て

い
“
由

が
、

倫

ザ
｝、
レ

ネ

ル

に

使
・
つ

の

ぱ

撫
＾

沸

す

誓

届
・・
…

㌔

嬢

い

に

も
、

繭

灘

麓

ほ

渕

一

ツ

非

ル

ム

で

設

融
思
織

韮

轟

と
リ

盈

子
田
昆
繭
田
よ
う
な
闘
孫
。
た
だ
Ｌ
、

フ

ロ

ン

ト

帥

姦

伽
が

シ

ゲ

毒

乎

血

ア

呂
０

５
で

セ

ン

タ

ユ

虻
ノ

ー

廿

ラ

武

豊

ｏ

彗

に

す

る

と
、

昔

調

の
統

一

憾

が

般

綾

し

て

台

翻

Ｌ

に

在

つ

て

し

害

、

ノ

ー

チ

ラ

正
畠

竈

５

軸

り

ア
貝

ピ

…

由

－

岸

擬

ウ

た

薮

用

な

鵠

で

勘

葛
止一

欺

蟹

訣

鈴

た

碗

ほ
、

マ

兄

平

乎

叩

ン

ネ

ル

韓

碓

に

対

嚇

し

た

卑〇一〇時ｕ○宮○筍岬ＥＴ昔



一

プ

り

ア

｝

プ

だ
一

ソ

一
一
・
－

仰

丁

、

・

ｐ

，

ｏ

ｏ

ｏ

Ｅ

呂

は

，

内

棚
…
は

オ

ペ

丁

ン

７
冊
苛
与
一
い

つ
芭
し
い

梢
帖
わ

な

い

融
川
撤
…
症

ヂ

ヰ

凪

甘

一

り

ー

ト

国
簸

で
織

巖

着

れ
、

Ｅ

ｓ

杜

様

岬

大

娼

灘

練

ト

ラ
｝

凪

窪

畿
す
る
ピ

亭

亨

ヂ
＃
ま

樹

字

吉

グ
・
プ

享

｝

プ
。

域

兀

て
、

躁

仰

糾
…
が

良

抑

ｔ
」
い

モ
「
刀

門

で

施
｝
仙
巾

こ

Ａ

釜

相

を
仙
枇

わ

な

い
埴
』
は

な

い
ｏ

λ

力

が
、
ン
㍉一

グ

ル

エ

｝

ト
中
］

黒

統

只

ヰ
パ

荒

入

力

は

織

‘

だ

け

で

珊

力

は

－

蔀

糖

仰

み
，

一

鮒
…
蝋
…
ケ

し
フ

払

が
紺
肚
眺

し

で
＾
梵
捕
帖
弔

同
搬
…
と

い

葦

冊
た

句

瀞
｛
胤

一

し
い
珂

習

蟄

て
望

考
、

窪
は
趨、蹄
灘
の
考

一

杜

ゴ

ー
一
ン
ヤ

ス
珪
廿
掛
蝋
を

埆

し
一
」
い

竜
わ

け

で

は

な

い

虐

牢

シ

ン

プ

ル

魚

固
臨
叩
弓

し

い

ワ

レ

ソ

シ

』

｛
Ｌ
｝
一
ヌ

ピ
ー
－
ト

嚥
仙一
虻
枠
…

一

欝

じ
き

言

レ
…

差

省
芦

こ
山
捜

毛

．

に

も

『

て
一
」
い

た
一

刮
Ｈ
が

蝸
”
に
伽
泓
に

人

ｏ

て

い

一

為

岬
ぱ
、

透

咽

随

的

鞠

い

静

璃
確

醐
、

ノ

青
凪

一

ワ

ロ

ア
ｉ

が

低

く

構

ん

だ

窪

飢
態

が

掛
∵
箏
れ

て

、

い
基

仰

で
、

捜

擦

ギ

’

ｉ

ジ

が

小

筑

味

よ

く

定

ま
匙

「
労
ミ
ン
ダ
機
鰯
」
登
搭
載
す
る

一

マ
ル
チ

ぬ

瀞

応

一
ｓ
合

孕

㌣
ヤ
ー

誰

竈
拙

Ｌ

ソ

…

凪

構

羅

ぱ
、

マ

ル

チ

チ

㌃

｝

一

ネ

省

携

責

盲
一

暮

τ

－
ヤ
ー
で

あ

る
。

こ

こ

で

は

館

諦

あ

基

ソ

ニ
・
－
と

了

ワ

｝

ツ

を

醐

葱
。

躍

れ

た

驚

懐

で

あ

る
一
」
と

は

も

ち

一

あ

ん
、

セ

ン

芽

…

ス

ピ

…

カ

…

を

傲

わ

な

い

マ

．

ル

チ

牛

ヤ

ン

ネ

ル

寓

坤

に

必

襲

巷
、

セ

ン

争

－

一

般

分

を

左

拘

７

臼
ン

ト

に

割

む

爽

て

石

一
サ

…

一

多

蜷

聾

を
曙

毛

い
る
。

ソ

†

ε

Ｄ
－

一

ｘ
亨

；

葺

暴

彩
奪

…
ン

姦

塾
芭

一

す

べ

て

ヂ

ジ

苧

山

欄

鑓

で

処

螂

Ｌ

て

い

る

の

が

梢

徴

だ
、

マ

冒

｝

ソ

の

ｓ

Ａ

ユ

了

ｓ

］

は

セ

ン

†
察
を
貰

身
み

度

集

箏

豊
ト
年
；

ゲ

て

き

晶
、

甲

中

冊

グ

領

雌

に

よ

為

ワ

市

｝

ト

ム

キ

｝

中

…

ヒ

い

『

サ

ミ

ン

グ

醐

蹄

を
傭

差

て
い

西
．

ス

テ

レ
オ

紬

力

を

簸

襯

し

た

誰
鮒

閉
マ

几

中

チ

ヤ
｝

寿

ル

期

泌

機

は

歩

な

く

な

い
。

そ

凱

は

そ

れ

で
品

襲

｛
ω

だ

が
用

叩

ル

乎

チ

ャ

ン
ネ

応

抑

爵

を

蝦

く

と

エ
串

ル

ギ

ー
パ

ラ

ン

凪
や

凪
ピ

…

肖

…

闘

旧

つ

な

が

竈

に

麹

翻
繊
岬
を

鑑

え

る
－
」
と

が

あ

あ
、
そ

椚
点

讐
」
岬

１

構

穣

は

金

チ

ヤ

ン

ネ
掠

が

ま

つ

た

く

麟

等

集

偉

帥
掘
蹄
機
艘
で

警
曲
。

李

レ
青
謂
炊
岬
鳩

残

ｓ
〔
ｏ

ま

亨

享

墨

皆

‡

章

答

窮
力
臓
蹄
実

襲
苗

繊

覇

動
〕

Ｌ

て

出

力
一

Ｓ

＾
］

７

Ｓ

…
伽

騰

爵

は

ツ

ロ

ン

ト

Ｌ

、

磁

灘㎜

鼻
ぷ

男

妄
亨
碧

島
聾
堵

ま
避
謹

雌
も
雛
補

蛮

く

亥

た

嵩

箏

－
丁

与

だ
，
鐵
轟
灘

択

塁

宴

維
詞
条
刊
ほ
、

ラ

苫

二

軽
一

書

－
サ

ル

ア

ζ

に

顯

憲

Ｌ

た

肺

は
、

碁

・
・

簿

牛

帥

㎎

も

弛

†
，
ン

克

窪

糠
を
畷
け

宗

鞠
蠣
簸
瀬
隷
を

望

か
島
、
繋

躍

に
榊
誰
悠

的
セ

パ

し

ー
シ

罰
ン

が

雛

欝

で

當

る

癖
態

と

む

コ

主
一

も

避

撚

灘

挽

で

あ

島
巾

蛾

臓

起

簸

が

コ

ン

パ

ケ

ト

構

で
」
蜘

為
一
」

と

か

畠
、

パ

リ

…
一
」

ン
サ

は

小

刑
揖
削
朝
搬
…
＃

イ

サ

か

ら

選

ん

で

い

為
．

｝

亨
巾

式

一
ド

イ

ツ
一

昌

じ

Ｅ

齪

王

ｏ

ヨ

と

凪

テ

争

サ

『

，

ク

ス

一
ス

イ

轡轟
ヨ丁州」豊ｏ○軌○筥串

一

蹄

鶴

…

騒

唯

騒
ψ
諒

蟻

蟻

㎜
、

蟻

繍

燃

績

畿

瓢

■

’

甜

萎
邊

リ

一

一

蹄

嚇

麓

災

㎜
件

触

蠣

如
㌶

■

”
浮

轟

機

轟
一
附

一

講

．
鑑

鴛
鯉
貧

撞
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亙
一
繍

岨且

己

ｐ

卿

－
、

そ

し

て

フ

ラ
イ

ン

グ

モ

ー

隻

鶉

査

Ｄ

＾

ｐ

輔

－

排

燦

補

で

あ

る
。

騒

初

は

ジ

ヨ

プ

烹

イ

ろ

ｊ

ｏ
も

害

．

富

菩
む
姦

撃

望
た
塞
牢

芸
石
彗
彗

婁

護蟻

事
ヴ
苫

婁

高

穐
の
警

章

翻一
聾

捷

議

一

し

た

と

こ

巧

ｐ
秤

－

肥

暗

つ
が

鮒

ま

し

い

餓

報

を

構

た

旧

で
、

一

難

精

的

に

は

誰

補

に

は

λ

れ

珪

か

つ

た
、
㌔
」
れ

ら

抑

ア
ン

プ

は

一

い
』
理
止
肌

も
門
肥
分

で
㎞
醐
つ

て

い
干塙
糊
挑…
㎜
山
㎞
は

い
占
止
、

壷
＾
伽
レ
ヒ
」
一巧

一

一
募

ネ
サ

手

彗
ｏ
；
と
隷
み
合

望

轟

く

僕

茅

一

か

差
、
パ

㌣

；

呂

蟻
が

膏

雀

て
し
奪

糞

．

は

モ

の

た

め
だ
。

了

ク

テ

ｆ

亨

サ

プ

巾

ｉ

フ

〒

１

は

マ

ル

チ

チ

山、
ン

ヰ

茄

斡

生

伽
た
め
に

擢
胤－阯
鰯
瓶

簑

篭

壁

盈

小
鞭
に
響

麦

萬
納
で
、

』
小
；

ト

を

傭
叩
乱

た

バ

ス

レ

フ

レ

ッ

ク

凪

方

武

を

避

け

て

い
一
屯
〇

一

叢

講
牢
用
と
Ｌ
て

窺

擾

に
こ
鴛
わ
む
、
策
蟻
葛
＆
仰
の
Ａ

呂

ｗ

に

邊

Ｍ
Ｌ
」
ピ

ク

＃
－

の

ｓ

ｘ
－
ｏ

桝

－

が

候

覇
一
い

ず

れ

も
密

襯

蟻

で
一

望

、

季

芽
輯
災
嚢
穣
施
㌧

恕
ン
タ

下

な

し

の
遂
由
玉

銚

シ

ス
テ
ム
に

載
聰
粥
嫡

鞭
初
は
燕

査

；

干
－
ン
ダ
を
確
立
し
た

う
見

で、

養

－
亨

の

麓
と
言

－
†

範

菱
．
こ

段

騰

で

姓

シ

ゲ
ネ

チ

』

ア
暑

０

５

を

セ

ン

亭

ｉ

に

毛

憎

う
苫

奉

鰯

蔵

か
、

平
れ

と

も

セ

｝
中

…

レ

ス

の

宣

雄
ル
榊
蔵

に

す

る

か

で

迷

巾

て

い

た

パ

ロ

ー

ア
ン

プ

は
｛

ラ

ク

武

の

Ｓ

Ｃ

荘

頸

Ｊ

Ｏ

］

を

彗

禽

澗

濫

Ｌ
、

プ

レ

ー

ヤ

ｉ

は

ソ

ニ

ー

Ｓ

Ｃ

邊

－

Ｘ

会

王

ｊ

テ

亘

呂

を

繋

籔

．
う

イ

ン

ケ

…
プ

ル

は

オ

…

デ

古

オ

き

事

ト

の

Ｋ

ｘ

／

芒

ｏ

↑

・

；

理
、

ス

ピ

…

カ

ー

ケ

ー

プ

舟

も

嗣

一

陸

Ｓ

Ｌ

Ｘ

｛
…

理

一
」
あ

竜
ｏ

ユ

ピ

ー

曲

－

凪

肯

ン

ド

は

ア

コ

一

－
李

ご

ク
・

差
－
各

育

§

竃
・
叩
警

墨

一

右

；

ゲ

ネ

玄

ア
器

〇
一
さ

、
澗

じ

翻

書
的

醍

ｓ

ｓ
蒔

ｏ

菖

を

．

ノ

ー

芋

ラ

ユ

彗

Ｏ

彗

に

槽

、

ス

ピ

ー

尭

／

と

武

＃

ン

ト

岬

あ

一

い

だ

に

鞠
…
い

フ

ｔ

ル

ト

抑

小

片

｛
廿
柑

を

則

蝸

的

コ

；

斗
一
－

に
蜥
川

み
、
嫌

璽

養

簑

イ
ウ
灘
地
だ

ペ

ピ
ー
カ
ー
榊
厳
鍍
闘
轟

は

ユ
Ｔ

Ｕ
－

亘
櫛

瞥

に
礎

い
、

萬

緒

か

ち

鏑

ち

込

ん

だ

米

鰯

艶

の

レ

…

ザ

ー
瑞

イ

ン

ト
鍵

鐵

で
巌

欝
に

挽

瞳

と

恵

酬
を

潮

定

し

た

葦

九
、

難

鰯

繭

セ

三

百

ン

グ
、

私

と

搾

萎

６

ン

ト

的

ユ

ピ

ヨ

カ

ー

は

｝

ぜ

丁

む

旺
１．
一
撫

解

的

破

鐵

鞠

揮

で

あ

晶
。

ま
ず

は

ス
チ

レ

オ

マ

ル

チ

平

十
ン

弗

ル
蜘
〃
搬

榊
皇

Ａ

仁

Ｄ

、

繊
輸
を
拙

隻

与

ぐ
に
剖
閉
し
た
仰

は
、
ス

チ

レ

ォ

詞

堆

の

時

は

セ

ン
｝

－

の

喜

荘

が

シ

守

－

プ

な

蔑
峰
鮒
微
蠣
嫡
げ
に
な
気

構
寛
船
に
も
鰯
わ

㌧
㌔
感
じ
ら
れ

晶

こ

と
、一
ピ

ヒ
、
と

塞

に

鑓

彼
す

る

ガ
ヰ

ー

由

ル

爵

懐

と

七

ン
タ
…

書

…
カ
…
が

誓

艦
ヒ
に
浄
童

差

た
め
、
民
テ
レ

オ

獅
年

な

帥

に
セ

ン
＃

：

ユ
ピ

：

カ

…

が

鴫

ｏ
で

い
晶

よ

う

な

錨

窺

に

陥

ｏ

て

Ｌ

ま

う

し
、

曹

揚
的

虻

撚

的
な

拡

が

ｏ
も

不

覇

燃

屯

襲

臓

杜

の

が
判

る
。

た

だ

Ｌ
、

マ
見

チ

チ

ャ

ン
牟

ル

樽

俺

を
兜

警

毒

西
な

≒

や
は
り
灘
芳
に
シ
ゲ
ネ

言

ア
彗
ｏ
ヨ

を
君
蓋

議
す
べ
彗
夢

雪
。
報
罐
や

言

ｉ
カ
帖

蛮

あ
旗

捕
堆
冊
壷

七

ン

芽

ー

チ

山、
ン

ネ

ル

に
…
制
司

当

て

た
一ア

｛

ズ

ク
＾
宙
哺
仙

く
と
、

訴

率
月

旧
点

で
サ

ミ
｝

ダ

勅

擬
旧

鞭
弊

が
乳
■
乱
魑

れ

す

る

－

㌔

そ

こ

で
、

島

チ

レ

オ

群

壁

凹

鱒

は

セ

ン

歩

－

茸

ピ

ー

カ

ー

キ
一
蝋
雌
胤
に

誉

肖

拒

い
仙
撫
瑚

に

織
甘
鼎
榊
“昔

西
｝
」
｝
宝
征
瑳
占
見
｝
」

み

た

淋
、

ス
タ

ン

ド

遮

み

で
は

か

な

り

の

欝

罐

が

あ

り
、

と

て

も

硯

譲

鈍

な

解

決

策

で

は

在

い
凸
覇

述

し

た
Ｌ
」
お
ｈ

ユ

テ
レ

オ

聾

珪
Ｌ
仰
由
冊
が
崩
醍
帰
槻
免

な

凹

で
、

七

ン

タ

ー

＃
一
憧

わ

な

い

宝
｝
小

十

！

漆

｝
一
い
・
つ
灘
冊
成

で

い

く
。

琉

に

符

な

つ

た

プ

レ

ー

ヤ

ー

の

擬

搬

も
、
鑑

艘

聞
で

決

繭

し

て

し

ま

ｏ

た
，
こ

こ

で

は

試

テ

レ

オ

仰

磐

蟹

と

サ

ミ

ン

ダ

機
錐

を

傲

ｏ

た

マ

ル

チ

ヰ

ヤ

｝

承

ル

的

畠

蟹
が

執

鞭

の

蒜

イ

ン

ト

岱
。

ソ

ニ

ー

は

璽

騨

盤

西

由
箇

の

件

ま

い

が

摘

ち

陣
喘
」
、

リ

コ

豊０１０出ｕ○呂０ＥＲＥＴ皇



了
レ

）

貫

欝

ら
し

い

牽

幡

龍

窪

曲

窒

驚

讐

あ

品
、、
だ

が
、

デ

ジ

タ

ル

蛾
刷
壊

で

サ

…

ン

グ

し

た

マ

ル

チ

チ

ヤ

ン

ネ

几

の
止
甜
は

軒

－

－
．
三

仰新
一

蓬

蓄

は

民

子
Ｌ

オ

再

埜

と

誓

蟹

叢

餅

島

蔓
ず
ぎ

る
、、
い

ｏ

瞳
主

マ
一
ζ

ツ
ほ
織
靭

簑

鞍
や
か
蛮

篭
が
櫛
繁

ζ

ン

ト
ム

セ

ン

芽

ー

と

い
う

ア

ナ

ロ

グ

額

簸

に

よ

石

帝

ミ
ン

ダ

麟

龍

は
、

鳴

の

鱗

瞳

感

を

ほ

と

ん

ど

強

壱

わ

ず
、

曹

瀦

感

も

遣

明

度

を

装

つ

て

い

な

㌔

中
」
的

ク

母

り

テ

ヰ

誉

■
、

ヰ

・

］

赫

に

ま

る
甘
」
ユ

ア

古

…

デ

｛

者

・

マ

ル

チ

ヰ

ヤ

ン

ネ

凡

を

張

澗

な

く

、

撫
凧
し

む
、
」
と

が

で
㌦
昔

亀
血
㍑
甜
の

パ

ラ

ン

ス

に

つ

い

て

は
｛
Ｊ
俄

伽

干

ユ

ー

ニ

ン

グ

守

調

麓

で
註

そ

う

な

仰
｝」
、

プ

レ

ー

ヤ

ー

ほ

マ

ヲ

ン

ツ

を

憎

う

こ

と

に

決
め

た
。

一

フ
ラ
イ
ン
グ
等
ー
ル
が
灘

叙
遼
馬

泌

犯
込

み
鍍

く
、
か
つ
鰻

か
線
の
鋤
馬

■

㌢

マ

芦
な
畿
濁
に
お
が
燐
券
簸

暮

大

い

に

嬢

Ｌ

め

た

椚

が
パ

ワ

…

ア
ン

プ

壱

選
鵡

昨

難
。

こ
一
」

で

は

製

品

に
偏

属

す

甚

縄

礪

ケ

ー

プ

ル

を

髄

い
、

を

揃

え

て

聴
・
㌔
巴

プ

レ

ー

ヤ

…

を

ソ
一一
－

か

ら

マ

苧
ン

ツ

伽

ｓ

臭

］

了

ｓ

ー

に

交

艦

し
た

以

外

は
、

蟻

初

抑
セ

サ

テ

イ

ン

ダ

灘

一

艦
と
隅
じ
で
あ

牽

著

ぎ

ヌ

㌣

ス
は
皇
㎞
に
腰
能
．
ク

ラ
シ
ソ
ケ

£

苔

τ

オ
甘

宇

奉

・
リ
フ
一
ニ

ン

う

レ
コ

、

一

ド

イ

叩

ク

ラ

モ

フ

オ

ン

・
ペ

ス

ト

・

レ

コ

ー

ヂ

寸

ン

グ

」

一

一

一
以

肝
、

「
む

Ｇ

貝

｝

と
、

ポ

サ

ブ

一

ロ

ツ

ク

の

『
サ

一

ハ

ン

タ

一

鴫鰯鰯騒蟻

娑

磐
然
鳩
蟻

“
蹴
等

彩

繁

色

㍗

Ｈ

干

岬

一

－

茸

ウ

〇

一

〇蓼

灘

仙
竺

シ

刃

加

災

㎜
一

棚

五
錨
繍

讐

＃

糟

融

｝

拘

一

〇

■

封

杣

一

欄
淳

綿

讐

照

蘇
一

器
災

讐
禦
室

撃

黒

寝
一

工

と
い
う
蝿
さ
捜
れ
た
呈
強
を
噌
心
に
毅
鍵
し
夷

鑑

翻

ほ

メ

ラ
ク

ス

抑

彗

竈

Ｅ

再

ユ

Ｏ

ユ

で

虫

毛
、

彗

貞

ヨ
了

ｓ
ユ

聖

写

武

プ

レ

吋

表

琳
ほ

０

Ｆ

㌔

プ

り

ア

ン

プ

の
華

リ

■

ユ

ウ

ム

誰

撤
は

苫

で

あ

島
。
一
む

Ｏ

’
一
凹

－

鵡

萬

を

鎧

空

硅
で

聴
い

て
．

軸

申

漸
。

榮

ら

か
め

瑚

類

感

で
、

予

撞

Ｌ

て
い

た

よ

讐
捻
駈
わ
ジ
一

札
㌔

さ
す

が

に

敵

感

な

ヌ

ピ

…

カ

…

ら

Ｌ

ミ

こ

れ

だ

け

で

爵

の
↓
灘
摘
唯

か

な

り

喪

る
、

ヂ

寸

テ
ー

ル

の

漉

や
か

巷

絆

丁

ツ
ヴ

し
、

曹

⑭

考

ジ

も

は

っ

養

有

Ｌ

て

隻

㌔

か
ら
静
帖
蝋
』
宙
闘
榊
い

た
鵬
帖
珀

で
暇
、
脱

舳
帖
珀

の

樹

七
和

な
冊
蝿
繊
伽
で
、

大

人

ぴ

た

土

灘

さ

が

諦

毛
瞭

昌

Ｌ

い

ご

」
こ
で
は
章

巨

期
騨

山
証
で
舳
…
………
な
岬
捌
揖
丁
力
川
と

ソ

り

ツ

ド

蛮

岨
憧
…
が
鮒
…
Ｌ

い
。
響

乱
ぱ
、

一
ザ

・

ハ

ン

亨

－
」

冊

柵

繭

国

は
、

腎

鱗

椚

誰

お

す

る

ド

ラ

ム

其

一

の

輪

郭

が
⊥
Ａ
翰
叩
の

ペ

ン

で
榊
…
い

た

琴

り
か
当
一
が
あ

り
、

剤

雄
を

も

『
歩

Ｌ

灘

め

た

い
。

金

体

に

簑

蛛

な

拡

が

り

を

擦

む

一

首

せ

為
薮

蟻

塞

闘

が

泰

幟
例

魅

カ

に

灘

え

ゐ

が
、

ド

苧

イ

ワ

感

帥 新閉 鱈
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〃 α繊澱

灘饗

伍
え
甚
轟
域
岬
嵐
浩
肥
奥
さ
が
掛
上
仰
よ
弓

だ

が
、

「
仲

・

ハ
、’

歩

－
」

抑

昔
舳
…
円
］
な
い
Ｌ
で

は

ボ

ト
ム

士

ン

ド

岬

鋼

動

力

郡

堤

が

わ

ず

か

蔑
舳
じ
ら
れ

牟

「
Ｄ
Ｇ
Ｇ
」
で
蝿

≦

）

｝

十

’

寸

イ

荒

キ

…

の

チ

ー

竈

は

織

確

な

描

尊

で

靱

簸
舳

沓

叩
捲

が
、

オ

ー

ケ

ス

圭

呂

糠

棄
で
薮

野

里

げ
た
塒
に
、

シ
ダ
ネ
乎
ユ
ア

宮

ｏ

彗

的

慨
蛾

を

コ

ン

ト

ロ

］

ル

し

曇

れ

て

い

な

い

よ
廿
つ
な
止
倣

石

抽
…
い

壷

の

だ
ｏ

肚
岨
の

嚇
洲

艦

蓑

蝋

は

灘

一

織

の

ク

古

リ

テ
イ

で
あ

る

帽

や

艶

彩

舳

な

鮮

や

か

さ

耕

唐

く
、

総

じ

て
ま

と

ま

り

感

を

盤

掩

一

し

た

澗
撫
…
軸
…
な
撫
＾
瑚
…
に

な

っ

て

い

る
由

次

に

ス

テ

ラ

巾

十

リ

ク

ユ

切

芦

Ｗ

ユ
‡
虻

諜

す
ｏ

さ

善

ほ

ど

の

メ

ラ

ク

ス

よ

り

も

撃
弓
か

に

ゲ

イ

ン

萩

蝿
く
、

プ

ー

了

ン

７

仰

一

ポ

ー

ユ

ウ
ム

捕

鍵

ほ

呈
－

彗
。

ヌ

ビ

ー

カ

ー

端

苧

の

鑑

織

を

籔

域

側

に
⊥
呈

望
」
と

で

噛

調

パ

ラ

ン

ス

が

撃

「
。

書

す

が
－」
小

型

凹

繁

嬬

警

蚕

－
ア
ン
プ
と
Ｌ
て
■
刊
憧
わ
れ
る
だ
け
あ
ｏ

て
、

血
、
融

な

貴

を

椥

音
一
丁

に

一
甘
吊
一

醤

を

斑

鞘

に
坤
抽

い

て

い

一

く
、
璃
帥
純
痩
が
、
闇
く

養

ー
ド
感
に
鑑
れ
た
蠣
代
舳

査

暑

■一

お

る
一

ハ

｛

プ

り

ツ

ド

Ｓ

丸

Ｃ

乃

「
老

…

タ

ム

・

イ

ン

・

シ

ア

一

≒
ル
」

で

聴

く
、

山

本

剛

の

ピ

ア

ノ

の

奪

魂

感

を

鐵

く

籔

見
か

一

け

る

力

鑑
は

蔽

々

な

ら

曲

も

聾
、
藷

嬢

の

エ

ソ

ジ

を

説

め

ず

に

■

．

；

茸

・

…

喜

本

隷

瑚

輩

鳩

と

な

る

フ

ラ

ｆ

レ

グ

モ

「

凡

の

Ｄ

Ａ

Ｄ
・

は
、

肝

秤

Ｍ

＾
パ

鬼

ヌ
蝿

蜜

調
〕

に

よ

る

ヂ
ジ

中

見

鞠

幅

ア

ン

プ
、、

プ

り

ア

ン

プ

の

ホ

リ

ュ

ウ

ム

侍

擬
山
は

輯

ぴ

筥
，

ス

ピ

…

オ

ー

ケ

ー

プ

ル

の

機

繍

は

商

雄

側

端

予

に

し

た
、

櫨

綴

仰

電

瀬

ヶ

…
プ

正

叢

向
蟹

舶

に

芥
襲
・
巌

蕩

れ

石
入

力
一」

ツ
テ

ネ
ー

穿

－
、

小

者

い

ス

ピ

ｉ

カ

ー

端

乎

な

ど

筑

に

珪

島

ξ

」
ろ

が

あ

る

が
、

貴

を

出

Ｌ

た

概

蝿
≒

私
は

菌

分

岬

峰
を

簾

ｏ

た
。

轄

ぺ

ほ

ど

眈

僻
…
雛
㍗
刀
｛
一
崖
個
［
的

な

分
脇
肚
舵
、
愉
間
い
……州
赫
珊
力

と
Ｌ
」
も

に
㎜
川
れ

込

み

鋤

く

ー

ズ

ム

壱

劃

ん

で

い

く

－
・
㌧

し

か

も
、

一

識

の

ヂ

ジ

＃

拓

璃

鰯

ア
｝

プ

に

態

じ

ら

れ
た

よ

う

在
、

よ

そ

よ

そ
し

者

の

あ
霧

鱈
な
藩
と
嘉

欝
、
繋

詣

麦

写

亨

’

ド

な

繋

溺
だ
。

茜

あ

嬢

碗

醸

瞭

を

憾

じ

音

せ

た

Ｐ

Ｗ

ユ
と

蛇

…一妾

べ

董

」
、

ｏ

滅

Ｄ
－

補

且
の

ほ

う
が

徽

蛾

裏

主

ピ

ー

ド

感
が

鞍

っ

て

詣

り
、

シ

グ

ヰ

牛

ユ

ア

珪

０

５

壷

コ

ン

ト

ロ

ー

｝

し

善

３
し
、

瞬

肥

用
キ

も

絆
書

在
い

禽

欝

艘
岬

萬

に
侃

ヨ

げ

て

い

る
。

決
し
で
幾
繭
だ
け
を

蛮

茎

的
で
軸
注
い
、
一
鍵

賄
で
熱
筑
を

鱗

じ

さ
せ

碁

滋
難

を

灘

鞘
す

届

山

で
島

荘
。

な
か
で
も
騨
難
舳
が

£

抑

黛

Ｄ
Ｏ
Ｏ
宗

ヂ
ヰ
武
ク
。
ギ

几

・

シ

ャ

ハ

ム

が

蝉

く

ヴ
一一

イ

オ

り

｝

・

ソ

ロ

の

摘

凋

で

リ

ァ

、
撞
打
で
搾
嚢
壱

響

藍

警

為
鞍
撫
織
辮
仰
蒐

醐

缶

コ

ン

ト

ラ
凪

ト

は

甘

艦
、
血
農
瑚
を

プ

ツ
と

郵

乱
て

鱒

く

偉

塞
が
曜
蝶
な
曹
に
挙
■
ず
、

擦
…
券

つ
り

芋
・
蔓

ル
に
嬢
裸
を

鋼

ん

で

い

く
、
「
サ

ス

｝
中

…
」

据

蝋

霞

的

強

熱

な

錘

噛

工
争

ル

ギ

］

に

も

ま

ｏ

た
く

骸

ま

な

い

し
、

醤

糠

田

工

廿

ジ

を

鳶
黙

に

搬
…
だ

た

廿

葛

騨

り

⑭
柚
淋
い
Ｌ
吐

嬢

は
醐
仙
い

で

い
一
」
＾
風
撫
ぜ
ｏ
が

い

い
。

サ

寸

其
と

伽

格

に
び

っ

く

皇

皇
軸
が
、

私

蛙

壷

に

よ

時

も

欝
仰

尭
戒

産
に

鱗

か

れ

て
Ｌ

ま

っ
た
ｏ

し

ぱ

ら
・
㌔
他

の

デ

吉

ス

ク
を

聴
き

な
が

ら
、

甜

帥

町

麓

惚

を

探

諌

す

る

霞

舳

で

灘

瀦

一

ケ

…

プ

ル

を

鰯

り
な

い
角

鱗

品

か

ら
オ

ヤ

イ

ヂ
麓

気

伽

Ｌ

－

ユ

君

暮

に

捷

親

し

尤

と

こ

ろ
、

鹿

褒

帥

灘

瀕

ケ

ー

プ

几

ら

Ｌ

い

勤

蝦

が

蜘
わ

り

て
口

…

エ

ン

ド

の
榔

Ｌ

拙

し

感

と

ス

タ
ピ

リ

テ

イ

が

い
上
ｏ
だ

ん

と
一
歯
＃
吐
つ
｛
＾
。

嵜
邊
「
ま
一
」

も

な

く
、

パ

η

…

ア

ン

ブ

は

Ｄ

＾

Ｄ

・

Ｍ

－

に

決
｛
正
、

琴

タ
登
タ
泳

多

に
換
尭
、

べ
－
ス
か
綴

嚢

り
の
あ
る
兇
搬
に

以

土
、

鑑

珠

シ

凪

テ

ム

が

猷

ま

っ

た

と
一
」
ろ

で
、

オ

ー

ヂ

ィ

オ

ヲ

ッ
ク

を

喪
換

し

た
。Ｌ
試

轄

嶺

に

構

設

し

て

あ

塔

呈

台

の

五

乃

Ｋ

＾
朝

臼

水
紺

捕

丁

饗
〕

か

ら
，

別

寵

均

帥

正
パ

イ

ク

を

鍵

讃
し

た

タ

亨

一
ク

旧

邊

丁
茗

丁

童

に

資

換
。

掴

丁

ヨ

は

左

廿

イ

ド

に

七

ツ
ト

し
、

管

責

ピ

；
カ

ー

の

闘

に

は

な

に

も

擬

か

な

い
。

ガ

タ

抄

な

讐

」
Ｌ
」
を

確

か

め

な

「
え

で
、

上

段

に

プ

レ

ー

ヤ

ー
、
出
＾
縦

は

プ

ー

了

｝
ブ

ガ

＾
下

擬
は

諸

慨
期
〕
。

卓

舎

肥

邊

＾

む
－
紬

ユ

は

ウ

。
ト

プ

ロ

ソ
ク

的

上

に

橿

い

た

状

態

で
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曲

，

あ

る
、一

苧

ツ

ク

を

撞

え

た

椚

は
、

収

舗

磯
壌

が

禽

に

与

え

る

輯

撃
窪
く
き
考

撰
簑
暑
藁
署
吉
百

は
、

簸

躍

な

揮

註

蔓
ｂ
シ

…

し
凪
と

は
擬

壱

る

曹

切

覇
瞭

昔

が

持

ち

牒
亡

鵜

で

叩

い

て

み

る

と
、

兎

擁

ラ
パ

ー

ウ

ッ

ト

、^
コ

ム

的

木
）

ω

ハ

Ｄ

頁

よ

古

も

確

い

感

麟

が

襟

ら
れ

る
。

ラ

η

ク

を

艦

克

た

だ

け

で
、
「
オ

ー

＃

ム
・
芋

ン

・
｝

下

ト

ル
」

の

巾

ツ

ド
ベ

…

貝

か

ら

撮

簸
扁
が

滋

ｏ

て
、

締

ま

り

田

あ

為

鴇

に

菰

つ

た
山
シ

ン

パ

几

レ

ガ

ー

ト

的

曹

も

志

が

穿

ツ

キ

リ

し

て
、

あ

と

に

綴

く

締

徽

成

分

が

鏡

か

に

麓
一
」
支

て
く

届
。
一
」
れ

は

い

㌧

苛

乱

チ

チ

ヤ

ン

串

ル
川」
聰

く

ハ

イ

プ

リ

ツ

ド

Ｓ

Ａ

Ｃ

Ｏ

－

Ａ
島

皇

は
、
歯
場
盟
闘
犯
遼
贈
嬢
が
商
ま
Ｏ
て
療
偉
冊
毘

通

し

淋
わ

ず

か

在

が

ら

も
苗
蟻
柵
普

れ
た
。

ア

コ

ー

ス

テ
イ

ツ

ケ

ギ

芽

ー

の

ア
タ

ッ

タ

淋

鞘

瞭

ほ

な

り
、

｛

人

の

簸

韓

の
祷

掻

帥

艦

い

を

舳

鶴

に

織

く

の

鴛
。

演

塞

禽

偉
の

ダ

イ

ナ

ミ

｝

葺

織

も

璃
し
た
よ
弓
で
あ

脅

こ

れ

か

ら

究

は
、

甫

鮒

岬

ア
ク

セ

サ

リ

…

と

尻
ぜ

…
角

－

ケ

ー
プ

ル

を

艦

っ

た

チ

ュ

ー

ニ

ン

ダ

で
あ

る
。

一

雛

に

翻

額

な

鍵

鵠
を

捜

う

て

い

る

が
、

壱

着
ぺ

く
錨

異

駒

苛

安

樋

竜

了
４
一丁
ム

壷

灘

克

だ

つ

も

毎

柁
。

嘗

扮

の

音

－

デ

甘

オ
蝿
盤
仙
で

は
、

ア

ク

七

サ

リ

ー

麟

を

璃

入

す

る

前

に
、

ス

ピ

ー

カ

ー

的

タ
リ

テ
ィ

甫

加

な

随

灘

鞘

係

の

鋼

整

や
批

錘

器

の

擬
薫

亨

り

－

ニ

ン

グ
、

ア

ン

プ

や

プ

レ

ー

ヤ

ー
杜

ど

の

蟹
善

方

に

閲
す

る

工

爽

を

じ

ｏ

く

竈

蹄

醐

を

か

吟

て

符

な

っ
で

い
る
。

ア

ク
セ

サ

り

…

に

般

接

す

晃

滋

に
、

ま

ず

は

畠

分

で
汗

を

漉

し

て

斌

鷲

捕
譲

し

て
凍

茗
。

正
」
れ

が

チ

ュ

ー

二

｝

ダ

伽

ノ

巾

ハ
⊥り

と

な

巾
中
㌔
撫
曲
糟

母
≒
堀

抑

で

あ

る
。

リ
フ
ク
浄
３
プ
受
夙
に
ぶ
墨

蓄
の
改
警
鋤
果
績
嬢
い
…

・
」
帥

献

態

で

は
、

ス
ピ

ー

出

１

の

接

方

ま

で
拙
咋
㌔
絋

餅
る

脅

璃

慈

が

ま

り

た

く

も

っ

て

鞠

歴

り

な

い
。

そ
一
泣
、
、

綴

翻
の

艦

畑
胤
ワ

ロ

…

ナ
’
一
ン

グ

ポ

ー

ド
、

り

ラ

ク

サ

ヨ

フ

亨

ス
’
宜

彗

真

：

１

Ｓ

ー

に

僅

３
」
み

た

毫

」
ろ
、

こ

れ

が

大

正

鱗
。

脅

場
的

立

錐
駒

な

拡

が
り

麟

や

弊

解

龍
が

次

欄

に

改
韓

宙

れ

た
硯

で

勘

石
血

轄

蔓

ハ

４
プ

ー

ツ

ド

ｓ

良

０

Ｄ

の

一
ド

サ

古

ル

呼

…

ク

一

変

議

第
肯
欝
＾
灘
撞
罫
よ
竈
ピ

暗
、
幾
麓
に
毛
灘
竈
藍
壱
Ｏ
た

ア
コ

ー

ス

テ
叶

ツ

ク

離

鶉

帥

商

が

灘

覇

す

る

こ
と

な

く

麗
蝋

巻

扮

懸

蕪
で

丁

韓
に

搬

か

れ

葛
。
一

あ

艦

彗

は

ス

チ

レ

オ

羅

姥

ま

「
甚

空

麗

…
鞠

伽

難

か

珪

叩

ル

チ

チ

ヤ

ン

ネ

沁

的
ほ

う

が

よ
匂

感

馳
鵡
。

立

俄

鋳

晴
、

塞

閥

臣

難

離

が

ピ

シ

｝

と

宛

傲

し

て

い

其…
。

壷
札
は

そ

帥
止
期

に

Ｊ

王

プ

ロ
｝
ソ

ェ

タ

ト

旧

ｓ

正

豊
一
〇

班

＾
撫
岬

糧

製
コ

；

｝

貝

パ

イ

中
）

を

旦

鰯
、

ｓ

丑

ー

ア

ｓ

…

に

繍

ん

で

隷

た

の

鴛

餅
、

｝
」

れ

は
肯
、
ス

マ

ソ

チ
ｏ

ハ

イ
、
ワ

り

ツ

ド

ｓ
¶^

ｃ

む

「
搬

無

■
ぜ

ン

ク

・

フ

ロ

イ

ド
」

は
、

欄

々

肥

藩

が

ク

守

キ

η
し

た

が
、

繋

簸

帥

霧

魑

熱

が

堅

欝
Ｌ

く

な

り
、

芙

搾

が

慨

い

寵

鞘
に

慈

じ

ら
れ

た

的

だ

っ

だ
。

そ

れ

に

し

て
も
、

リ

ラ

ク
廿

豊
プ

ラ

ユ

に
ぷ

る

曹

的

敵

艦

勧

暴

砥

凄

い

－
・
；

オ

ー

ヂ

ヰ

牙

糠

籍

の

議

風
に

蘭
す

塔

チ

ェ

三

ヲ

グ

軸
、

振

麹

振
逮

に

工

る

悪

籍

灘

を

盤

簸

鞠

な
｝
」
で

鞠

え

こ

静

か
、

あ

為

い
は

フ

冒

主

ア
ヰ

ン

ダ

笛

瞳

断

ず

る

と

い

弓

事

法

に

火

剃

で

書

る
。

播

籍

ほ

ア

ナ

ｏ

ダ
プ

レ

：

ヤ

…

が

航

燕

鰯

で

あ

る

が
、

党

賛 鴫 総 鋤 醸 騒 糟 繁 見

ソユ』 馨簸簸・誕蕊？㌘？餐嚢

パワ山甲ン ヴ

メ茅 ク ヌ 嚢蟻 鱒鯛壱騒 奄 鞭７岳，膏ｏ酬岬アヨ

蜘栖細
バ唄 一箭ン プ

採テラヴオツクス 爵 燃婁 糊ｏ，㈱ ㈹ｒ

遣藍ｗ 義竃燃 蟻簸繍

……弓
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堺

ヂ

ィ

ス

ク
壱
．
揃
む

デ
ジ

亨

ル

・
プ

レ

…

ヤ

コ

に

も

雑

大
な

効

…
撚
を
推
…
榊
皿
｛
る
｝
」
い
一
つ
伽

排
……
＾
蛛
搬
…
い
。

憾
㎜
描
な

Ｏ

Ａ

む

闘
脇
…

が
．
箏
、

要

撚

動

か

ら

麟

放
普

れ

る

だ

け

で

な

く
、

側

撫

構

艦

珊
捌

榔

腰

灘
や

ぜ

叩

ク

ア

ツ
ブ

岬

雛

み

鞭
り

織

綾

に

余

静

な

ス

ト
レ

貝
や

駕

蒋

が

棚

わ

ら

在

い

帥
だ

月

う
。

－
」
角

な

為

と

欲

餅

湖

で

く
る
山

広

大

な

醤

蟻
繊
…
を

辛

印
に

収

め

た

帥

で
、

こ

帥

状

灘

か

ら

薮

の

芯

を

瑚

碗

純

す

る

た

め

に
、

，
７

Ｌ

…

ヤ

ー

で

は

鹿

幼

Ｌ

ま

か

っ

た

ユ
，ハ

イ

ケ

艦

地

を

プ

り

丁

ン

寸

に

講

灘

し

て

み

る
，、

｝
」
こ

で

は

樹

欄

と

ユ

テ

ン

Ｌ

ス

を

難

み

禽

せ

た

構

鑑

帥

｛

ブ

ロ
ジ

血

ケ

ト

彗

ｐ

君

彗

Ｈ

葛

＾
コ
ー

｝

ス
．ハ

甘

曹
］

と

椙

Ａ

量

ヨ

員

Ｂ

｛
ユ

パ

イ

ク

ベ

ー

凪
｝

、
苗

傲

弓
、、
一
」
の

勅

梨

は
、

ハ

イ

ヴ

り

ツ

ト

ｓ

＾

ｃ

む

門
マ

〒

ラ

イ

フ
」

の

ピ

ア

ノ

で

よ

く

割

る
、」

コ

ツ

｝

と

い

う

鞭

質

な

＾

ン

マ

；

の

孕

り

ヰ

が
、

よ

ｏ

擁
…
鞘

に

曹

曽

拙

て
・
㌣

晶
、．
「
ザ

・

ハ

ン

ケ

；
一一
帥

王

蘭

纈

も
，

ク

ラ

ベ

ス

｛
パ

ー

カ

叩

シ

嘉

ン

の

．

櫛
一

の

舳
仙
い

た
工
小
的

掘
出
尭
」
に

メ

り

ハ

り

が

掴

て
・
㌔

る
。
畠
｝
■

に
、

丁

丸
・

芋
偉

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｅ
Ｓ

と

Ｓ

Ａ
；

－
「－

ユ
的

ポ

ン

毒
｝

ト

抑

箕
搬

を

綿
制

す

る

た

曲

に
、

ア

イ
ク

マ

ン

＾
オ

ー

ス
ト

曽

…

ヱ

的

Ｔ

０

ｐ

ｐ

亘

Ｒ
と

い
う

金

灘

簸

ス

＃
、ヒ

ラ
イ

サ

…

を

皇

側

ず

つ
荒

搬

部

分

に

灘

く
、
」
と

に

し

た
、

ス
ピ
〕
涛
ー
ケ

三
、

フ
ル
の
交

搬

で

脅
機
壊
閲
嚇
綴
く
濃
欝
奮
稼
謹
い
に

ケ

ー

プ

見

に
・
山
正
再
田
的
“
醐
い

は

十
＾
曲
－
い
、、

だ

が
、

山
仙
的
州
璃
＾
ｕ

ほ

窪

蠣

蜜

化

を

す

ぐ

に

聴
き

と

れ
一
」
も
、

む

刊

く

り

靖

醐

笹

か

け

て
聴

か

な

け

れ

ぱ

一
好

き

か

嬢

い
か
」
Ｌ
」
い

う

燦

鰯

鑑

蛾
』
罰

で
遼

す

着

こ

と

が

で

善

な

い
、阯

そ

弓

い
う

灘

蘭

か

ら
用

こ

こ

で

は

艦
山
い
畑
軋
軸
＾
ち

州」
脚
地
コ
榊
…七
り
ザ
」
把

ケ

ー

プ

ル
』
虻
帥
肌
山
号
｝
］
い
一
つ
わ

ユ
．ピ

ー

允

；

ケ

…
，
フ

ル

は

瞳

艦

爵

・

紺

擦

噛

だ

け

で

な

く
、

錐

慶

・

１
・

薦

昔
Ｌ
」
い

う

貴

揚

織

笹

大
缶
曽

く

笈

駅

す

堪
、」

こ

－
」

で

暗

曲

ル

肝
■
ス

の

亨

口
ｕ
＾

り

ン

甘

：

Ｓ

川
右

ｍ
需

｛
山
小
）

山
宙

。

蹄

灘
曲

駕
㌶撃婁籔窯蒋努１１隻一

祢
｝
つ
凸
…
窯
舳

竜
鰍
岬
糊
川
で

史

鍵

舳
仙
す

ま

な

い

奥
帥
㎜
で

あ
古
拙
出

ク

ロ

ス

り

｝

ク

ユ

ｓ

に

し

た

と

た

ん
、

マ

ル

チ

平

ヤ

三

卒

曲

閃

薙

帥

轟

甥
撞

糊

が

フ

ロ

＃
と

鞍
く
、

そ

し

て

漉

欝

な

傍

ま

い

に

な
一一

た
占

決

し

て

喪
が

粥

々

し

く

壱

｝

た

の

で

は

な

い
。

搬

小

レ

ベ

帖

の

脅

嫡

報

珊

樽

灘
搬

が
縄

ま

つ

た

伽

で
勘

屯
。

細

藷

珊

ケ

］

プ

ル

な

の
咄」
叩

き

っ
け

晶
よ

う

な

灘

し

い

ソ
り

リ

ド

態

は

あ

ま

珀

難

め

珪

い

が
、

轟

㎝

品
泣

は

糊

遮

い

意

く

鞠

土

し
一
」
い

石
、

「
し

Ａ

箒

＆

の

ア
コ

ー

貝
子

イ

’

ク
ギ

亨

－
に

書
塙
ス

り

り

｝

ク

な

｛

ン

亨

ー

ヴ

レ

イ

が
用

り

Ｔ

り

テ
一

た

ｏ

ぶ

毎

に

愉

」

め

竜

よ
山
つ

に

壱

ｏ

た
。

鶴

め

く

く

持

は

髄

漉

蝸

培
し
」
武

中
「’

ド

田

碓

翻
。

り

ラ

中

甘

；

プ

ラ

ス

靱

ワ

ロ
ー

テ
寸

ン

グ

機

灘

に
洩

葱

し

な
が

ら
、
ｓ

軋

ー

ア

ｓ

／

卵

髄

蝿
…
ケ

ｉ
、「

ル

を

了

イ

亨

叩

ン

捌
帖
工

亨

ス

プ

レ

ス
・
、パ

リ

ー
㎞
」

換

え

尾
、、
一
」

帥

爵

の

塑

化

に

は

ぴ

㌘

㌔
箏

し

た
、

丑
鵜
皿
淋
、グ

ツ

と

瑚

え
一」
、

叢

に

灘

し

芭
」
が

繊

っ

て

く

る
。

し

か

・
も

蝋
…
や

か
』
｝
卍
Ｈ
畠
］
に

壷

る

と

い
・
つ
、
・
思

い

こ

と
山
ヨ
く

め

的

撫
甜
洲

点

り
川
ベ

マ

｛

・

ヲ

イ

ワ
」

は
、

彼

女

切

簸

〃
の

ダ

イ

ナ

ミ

ー

ク

な

鈍

錨

壷

轍

灘

も

凪

ポ

イ

払

す

届

こ
Ｌ
」
な

く
，

鏑

帥

よ

う

珪

力

強

さ

で
㎜
仙
か

甘

石

旧

だ
。

つ

い

で

に

麓

源

供

総

に

使

〇
一」
い

た

じ

ｓ

Ｅ

帥

コ

｝

セ

ン

ト

ボ

ツ

ク

ス

を

熊

社

Ｌ

；

ｏ

昇

川
爾

瀕

ケ

ヨ

プ

几
〕

と

甲

コ

；

ヌ

チ

イ

ソ

中

・

り

げ

†

イ
、
ワ

製

的

コ

ン

七

ン

ト

ホ
｝

ク

京

鋏

王

丁

一

に

交

臨
一

縮

麟

芽

レ
ペ

皿

で

帥

薔

掛

帥

覇

け

さ

が

確

蕪

に

商

ま

っ

て

く

碁
一、

肺
蝋

誰

に
、

㌻
、

ク

ネ

チ

ュ

ア

害

ｏ

ヨ

に

楠
帖
っ

て

い

た

亘

ｓ

ｓ

冒

○

月

｛
４

嘩

更
鮭

二
虻
、

望

察

支

姓

の
宜

ｓ

ｓ
昔

ｏ

坦

に

換

え

て

み

た
、

鍍

斌

帥
擬

感

が

激
騒

な

が

ら

壊

桐

Ｌ
、

緊

搬

感

か

ら

醐

放

音
れ

た

よ

う

に

盤

撫

が

よ

蔓
霞

搬

に

鴫

『

て

く

る
ー、

な

る

ほ

ど
、

ス

中

ン

ド

ぱ

醒

け

れ

ぱ

い

い

と

い

弓

わ

け

で

は

な

い
。

そ

れ

に

気

を

良

く

し

て

岨

登
『
ぺ
〃
」
を

商

価
な

量

Ｓ

Ｓ

器

Ｏ

彗

に

し

て
み

た

が
、

穫

蟹
賄

な

蜜

舵
は

そ
れ

ほ
ど

強
く

感

じ

な

か

○

た
。

し

か

Ｌ

な

が

邑
、

ヂ
ザ

イ
ン

鏑

な

統
一

感

が

難

晴

ら
、
」

い

的

で
、

ル

｝

＃

ユ

磁

能

で

選

ん

で

し

ま

つ

た

…

・
㌔．
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為

鰍
舳
裟

一
襟
一
影

遣

熟
驚

甜

岨

；

テ

肥

＾

れ

乱

］

彗

鞘

岨

試

打

㍊
一
姦

二
一
．一

吐

亘

，
㌘

π

韻

士

τ

帥

コ

Ｌ
「

ウ

、

矛

暮

．

咀

紬
綴

ζ
鑛

ｏ

’

，

一

，
」

一

相

田

苗

よ

塔

呈

』

旧

ｉ一

”

据

冊

門

パ
イ
ア
ン
プ
駆
動
に
ぷ
る
効
榮
繊
絶
入

導

乱
ら
れ

た

崎

聞

を

す

べ

て

碗

箏

て
、

で

妾

る

鞭

竈

童

虻
迦

誰

し

て

み
た
。

簸
仙
柑
鞘
な

野

は
、

自

分
的

苧
想

壷

遇

か

に

趨

え

西

瀧

姪

瞳

で

あ

る
、

Ｌ

か

Ｌ
、

パ

「

７

工

肯

ト

で

は

な

い
、

弓

イ

｝

ケ

…
ヴ

ル

帥

交

搬

も

し

た

か

っ

た

し
、

貝
ピ

］

カ

ー

午

－

ブ
几

を

構

く
し

た

鵠
跨

旧

畠

仰
謹

化

も
撫

２
」
お

書

た

か

〕

た

ま

た
、

甘

プ

ウ

…

ヴ

了

－

は

畠

ま

批
一
二

」
｝
」
ウ

＃

…

を

蟻

ん

だ

伽

だ

が
、

執

聴

デ
ｆ

ス

ケ

は

甘

プ

ウ

ー

三
一
…

徹

繊

を

籟

轟

胴

に

憧

つ

た

も

的

で

は

在

か

つ

た
，

し

た

が

っ

て
、

ｓ

ｘ

－

ｏ

ｗ

〒

”
世
旧
葡
伊
七
薪

屡

す
為

に

は
岨
■
っ

て

い

な

い

…

鑑

綾

に
、

私

は

ｏ

＾

む

－

砧

王
を

呈

愈

ず

つ

憧

う
バ

イ

ア

｝

プ

擬

動

に

よ

る

ス

テ

Ｌ

オ

謁

峠

を

瓢

し

た
，

梁

た

し

て
、

宇パ、
岬

勅

築

は

締

大

で

あ

る
、

ド

ラ

イ

ブ

能

力

が

聴

鍛

舳

に

轟

ま

膏
、

余

総

に

欄

ち
た

壮

大
菰

畠

蛇

弾

が

袴

も

か

ま

え

て

い

る
、

擦

蛸

珪

リ

束
ム

も

鑓

避

に

刻
み

込

み
、

畷

み

帖
」
瑚
為

雅

々

と

し

た

藷

糠
禍

塚

は
辮

蝋

だ

っ
た
。

ハ

イ

Ｔ
ン

ヴ

銚

鋤

に

は

午

…

プ

巾

鰯

竈

の

工

炎
が

酪

襲
だ

が
、

Ｄ

高

η
－

Ｍ

］
的

プ

ラ
イ

其

中

寺

な

暫

え

石
と
、

壷

乎

ヤ

ン

ネ

沖

を

バ

イ

ア
ン

プ

鮒

厳

に

す

届

蠣

も

口Ｎ〕○島○匡Ｒ萢τ島１１１


